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ク ロ ー ズ ド ･ キ ャ プシ ョ ン に つ い て

林 暢 夫

(平成6 年1 0月31 日受理)

テ レ ビによる文字放送の技術が欧 ･ 米 ･ 日 の各国で 開発されたのl
･

ま19 70 年代の ことで あ っ た ｡

ア メ リカで は1 9 80 年に難聴者 ･ 聾唖者の ための 字幕放送が開始され , そ の 後の1 0 年間に , 政府及

び民間の 強力な支援の もとで急速な発展を遂げ, 利用者層も質的
,
量的に著しく拡大した ｡ こ の

英語字幕の ことを ｢ ク ロ ー ズ ド ･ キ ャ プシ ョ ン｣ と いうが ,
これを付したテ レビ放送及びホ ー ム ･

ビ デオ はマ ルチ ･ メ デ ィ アの
一

形態として英語教育の面でも注目すべ きもので あろう ｡

キ ー

ワ
ー ド

テ レテ ク ス ト
,
ク ロ

ー ズ ド ･ キ ャ プシ ョ ン
, 難聴者 ･ 聾唖者

,
N C･Ⅰ

,
利用者層,

リ ア ル ･ タイ

ム ･ キ ャ プシ ョ ン
,
テ レ ビ ･ デ コ

ー

ダ
ー

回路法, 英語教育

1 ヨ ー ロ ッ パ の テ レテ クス ト

文字 ( 多重) 放送の 国際的な統
一

呼称 は

｢ テ レテク ス ト｣ (t el e t e x t - t el e v i si o n t e x t

b r o a d c a s ti n g) とされ,
ヨ ー

ロ ッ パ で は通常

この 呼称が使わ れて い る ｡ 文字放送は
,
その

通信方式 に多少の違 い はあ っ ても
,
基本的に

はテ レ ビ信号の い わば ｢ 隙間｣ を利用して文

字情報を伝送す るもの で ある ｡ 隙間から文字

情報を取り出すため に はデ コ ー ダ ー が必要で

あり
,
デ コ

ー ダ ー

, ある い はそれ に付属 のリ

モ コ ン装置の キ ー

操作で文字情報をテ レ ビ画

面 に表示する ｡ 画面全面 に ニ ュ ー

ス
,
天気予

報等の 情報を表示するもの の ほか に
,
通常の

画像画面に字幕の かたちで 文字を重ねて 表示

するもの がある ｡ ドラ マ の 台詞の場合がそれ

で ある ｡ こ れを ヨ ー

ロ ッ パ で は映画の 字幕同

様に ｢ サ ブ タ イ トル｣ ( s u btitl e) と 称す る

が , アメ リ カで は これを ｢ ク ロ ー ズ ド ･ キャ

プシ ョ ン｣ ( cl o s e d c a p ti o n) と い う｡

ヨ
ー

ロ ッ パ の テ レテ クス トの サ ー ビス 開始
1 )

は197 8 年とされる ｡ 実施国は , やや古い が
,

1985 年の 資料によ ると
,
イギリス

,
オラン ダ

,

ドイツ
,
ス ウ ェ

ー

デ ン
,
フ ィ ンラ ン ド

,
ノ ル

ウ ェ ー

, テ ン マ ー

ク
,
アイル ラ ン ド, スイス

,

フ ラ ン ス の 諸国で ある ｡ その ほかに
, 小規模

な例として ユ ー ゴ ス ラ ビア
,
また

,
19 85 年の

時点 で準備中の 国はス ペ イ ンとイタ リアで あ
2)

る ｡ なお
,
ス イス で は 国内の言語事情により

,

三 ケ 国語を使用して い る｡ また , イギ リス で

は
, 放送の 実施主体 にB B C とI T V の 二 つ があ

り
,
それぞれの サ ー ビス をC e ef a x 及び O r a cl e

と称する ｡

テ レ テ ク ス トの 情報 内容をB B C の C e ef a x

に つ い て み ると
, 大項目と して ニ ュ ー ス

,
金

融
,
ス ポ

ー

ツ
, 気象情報, 旅行案内

,
テ レビ ･
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ラ ジオ番組 ,
地域情報があり , それぞれの も

の が更 に10 項目前後の 小項目に分けられ ,
そ

の 一 つ
一

つ に ｢ ペ ー ジ｣ と称する番号が付 け

られ て い る ｡ その 番号をデ コ
ー

ダ
ー

の キ
ー

で

入力すれば各種の 情報が表示さ れる ｡

前述の ように ,
テ レテク ス トを画面表示さ

せ るため には テ レ ビにデ コ
ー

ダ
ー を接続する

必要があるが
,
ドイ ツ で はデ コ

ー ダ ー の購入

者の7 6 % がも っ ぱらサ ブタイトル の 利用を目
3 )

的と して い ると いう指摘 がある ｡ ス カ ン ジナ

ビア の サ ー ビ ス 実施国で はサ ブタイ トル に主

力を注 い で い るとも い われる ｡ B B C で も多様

な利用者層を考慮して 三 つ の レ ベ ル の サ ブタ

イ トルを放送して い る と いう ｡ もともと
,
サ

ブタイトル の サ ー ビス は難聴者 ･ 聾唖者を対

象にしたもの であ っ た o テ レ ビを見る難聴者
,

聾唖者に と っ て ,
画面に出る字幕は

一

つ の福

音で あ っ た ｡ ヨ
ー

ロ ッ パ で はサ ブタイトル が

テ レテクス トの 中の 一 領域と して推移して き

て い るの に対 して ,
ア メ リカで は当初か らサ

ブタイトル に相当するク ロ
ー ズ ド ･ キ ャ プシ ョ

ンが開発の 中心 で あ っ た ｡

ク ロ ー ズ ド ･ キ ャ プ シ ョ ン の例 ( C a p t l
l

o n
,
S p e-

c l

'

a l A n n l
'

v e r s a l y E d l
'

tj o n
,
1 9 85

,
N C I に よ る

｡)

2 クロ ー ズド ヰ ヤ プシ ョ ンの発展過程

ク ロ
ー ズ ド ･ キ ャ プシ ョ ン の依託制作 ,

普

及 , 技術開発等 で こ こ十年余にわ た っ て 中心

的な役割を果た して きた非営利の組織,
ナシ ョ

ナ ル
･ キ ャ ブ シ ョ ニ ン グ協会( N a ti o n a l C a p-

4 )

ti o n i n g i n s tit u t e , 以下N C I と い う) の 資料

に基づ い て
,
ク ロ

ー ズ ド ･ キ ャ プ シ ョ ン の発

暢 夫

展過程を概観して み た い ｡

19 70 年に度量衡関係の 官庁 で ある商務省標

準局( N a ti o Ⅲ al B u r e a u o f S t a n d a rd s) が ,

全米各地 に正確な時報をディ ジタ ル伝送する

ため テ レ ビ信号の
一

部を使うこ とを発案 ,
A

B C-T V が こ れ に協力 して その 可能性 を検討

した こ とが ある ｡ こ の 実は結局実現しなか っ

たが
, 検討の 過程で A B C は難聴者 ･ 聾唖者

向けの 字幕をテ レ ビ画面 に挿入する こと の 可

能性を示唆した ｡ これ がき っ かけとなっ て ,

1971 年にテネ シ
ー

州 ,
ナ ッ シ ュ ビル で 開催さ

れ た第
一 回テ レ ビ難聴者対策全国会議で難聴

者向け字幕の 公開実験が行な
◆
ゎれ た ｡ 翌19 72

年冬には ワ シ ン ト ン の ギ ヤ ロ
ー

デ ッ ト大学

( G all a u d et C oll eg e) で 第二 回の 実験が公開

され ,
こ れら の公開実験 は好評を得た ｡ やが

て 全米放送会社協会( N a ti o n a l A s s o ci a ti o n

o f B r o a d c a s t e r s) が字幕放送の 技術 及び経

済的側面の 調査研究 にとりか かり,
技術的に

は実現可能との 判断を下 した ｡ それ に対応 し

て 連邦政府が字幕放送の 開発と試行サ
ー ビス

を資金面で支援する こ とを表明する ｡ 19 73 年,

P B S ( P u bli c B r o a d c a s ti n g S e r v i c e ) が 本

格 的な開発 プロ ジ ェ ク トをス タ
ー トさせ

,
同

'
年ワ シ ン トン の テ レ ビ局の協力で初め て 試験

放送を行 っ た ｡ こ の 時,
P B S の 技術陣が こ の

新しい 字幕をク ロ
ー ズ ド ･ キ ャ プシ ョ ン と命

名したの で ある . こ の 呼称 には
一

つ の 意味が

あっ た ｡ すで に
一 部の ニ ュ ー ス 放送で難聴者 ･

聾唖者向けの 字幕放送が行われて い た の で あ

る ｡ た だし,
こ れ は ｢ 隙間｣ の 信号を利用し

て デ コ
ー ダ ー で 表示させ るもの で はなく ,

は

じめか ら画面にテ ロ ッ プと して挿入されたも

の で あ っ た ｡ したが っ て デ コ
ー

ダ
ー を切 る こ

と によ っ て 画面か ら自由に消去する こ とは で

きな い o 新 しい 字幕が ,
健常視聴者 にと っ て

わずら わ しければ表示を ｢ 閉じる｣ こ とが可

能で ある こと か らcl o s e d と いう語を使 っ た わ

けで ある ｡ これと対比する場合 ,
上述の テロ ッ

プ 字幕 は o p e n c a p ti o n と呼 ばれ る こ と が あ



ク ロ
ー

ズ ド ･ キ ャ プシ ョ ン に つ い て

* 1

る ｡ 外国映画の 字幕はしたが っ て オ ー プ ン ･

キ ャプシ ョ ンと いう ことになる ｡ ヨ
ー

ロ ッ パ

の テ レ テクス トで い うサブタイ トル は この 区

別をしな い ｡

一 連の 実験放送の 結果をみ て 連邦通信委員

会( F ed e r al C o m m u ni c a ti o n s C o m m i s si o n)
* 2

は テ レ ビ信号の ｢ 隙間｣ の 特定部分(1i n e2 1)

をク ロ ー ズ ド ･ キ ャ プシ ョ ン専用に指定した ｡

一

方 ,
キ ャ プシ ョ ン の新しい 入力装置の 開発

も進む｡ また
,
すで に述 べ たN CI の 組織も政

府の バ ッ ク ア ッ プで 設立され る ｡

本放送は19 80 年3 月16 日 に開始され た ｡ A

B C
,
N B C

,
P B S から依託を受けて

,
依頼され

た番組の テ ー プを見ながら テ ー プの音声に合

わせ て専門の エ デ ィ タ ー

がキ
ー

･ ボ
ー ドで 文

字を入力 し
,
それをディ ス ク に記録して番組

テ
ー プと共に放送会社 に返却する ｡ 放送会社

は番組テ ー プとデ ィ ス クを同期させ て放送す

ると い う仕組み である ｡

放送開始当初の キ ャ プシ ョ ン入り番組の 放

送時間は過16 時間で あ っ た ｡ 1989 年には週130

時間に増える ｡ 19 81 年に は ケ ー

ブ ル ･ テ レ ビ

で もサ ー ビス を開始した ｡ 1993 年3 月現在で
,

週318 時間, ケ
ー

ブ ル の分を含め ると約7 70 時

間になると いう｡ 広告主か らの 希望があれ ば

コ マ ー シ ャ ル にも字幕を入れ る ｡ C M 字幕は

現在まで に約22 ,000 件に達するそうであ
'
る ｡

19 82 年に はリア ル ･ タイム ･ キ ャ プシ ョ ン

が実現する ｡ 生中継などの 録画によ らな い番

組 に即時に文字を入力するもの で ある ｡ 音声

言語を聞い て
,
約三秒で 表示できると いう｡

これ には
, 法廷速記者が使う速記用の 特殊な

タイプライタ ー を利用するようで ある ｡ 腕の

よ い 法廷速記者を雇 っ て 一

年訓練すると 一 分

間に約2 50 語まで 文字入力で きるそうで ある ｡

1 982 年に A B C の ニ ュ ー ス 番組
,

"

A B C W o rld

N e w s T o n ig h t
"

が リ ア ル ･ タイ ム 化 し た ｡

198 4 年には大統領選関連の
, 党大会

,
候補者

の テ レ ビ討論 , 選挙開票速報な どが即時字幕

で放送された ｡ また, 1988 年の夏の オリン ピ ッ

ili!H

リ ア ル ･ タイ ム ･ キ ャ プシ ョ ン の例 (1)

大統領 の就任演説( N B C 放送[ 1 99 3 年1月20 日]
に よる ｡)

リ ア ル ･ タ イ ム ･ キ ャ プシ ョ ン の 例 (2)

生中継の イ ン タ ビ ュ ー に答えて い る と こ ろ

( N B C 放送[1 9 93 年1 月2 0 日] に よる ｡)

ク全期間の 実況中継がリア ル ･ タイム で行わ

れて い る ｡

ク ロ
ー ズ ド ･ キ ャ プシ ョ ン で もうひとつ 注

目した い の はホ ー ム ･ ビデオ の映画の 字幕で

ある ｡ 19 81 年に はキ ャ プシ ョ ン入りが僅か 三

本で あ っ た ｡ 19 93 年現在で は3
,
5 0 0 本 に な っ

* 3

て い る ｡

N CI は当初からデ コ ー ダ ー の 製造 ･ 販売に

もか かわ っ た ｡ 放送の 普及 に伴 い
,
価格は次

第に低廉化し
,
19 80 年代前半 に2 8 0 ドル の も

の が
, 最近では130 ドル にな っ た｡

連邦政府は福祉政策の
一

環として難聴者 ･

聾唖者 に対する支援を強化 して い る が
,
その

あらわれ と して最近注 目され る の は1989 年に

立法化された ｢ テ レ ビ ･ デ コ
ー

ダ
ー

回路法｣

( T el e v i si o n D e c o d e r Ci r c u it r y A ct) で あ

ろう ｡ こ れ によ っ て1993 年7 月 1 日以降, 栄

国内で 販売される13 イ ンチ以上 の テ レ ビ受像

機 にはク ロ ー ズ ド ･ キ ャ プ シ ョ ン用の デ コ -
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ダ ー

回路が内蔵 ( b uilt-i n) され ることにな っ

たの で ある ｡

さて
,
キ ャ プシ ョ ン の 文字入力には どれくら

い の 時間を要するもの だろうか ｡ N CI の 資料

で は事前録画の30 分番組で平均約9 時間とい

うことである ｡ ヨ
ー ロ ッ パ の 資料で は

一

時間
5 )

番組 で16 時間と なっ て い る ｡ こ れは相当の 仕

事量で ある ｡

リ ア ル
･ タ イ ム ･ キ ャプシ ョ ン の 文字入力

( N C I R e s e a r ch B ull e t 1
'

n
,
1 98 8 に よ る

｡)

3 利用者層の拡大

ク ロ
ー ズ ド ･ キ ャ プシ ョ ン は開発当初から

難聴者 ･ 聾唖者を対象と したもの だ っ た ｡ 最

近の 調査で は全米で 難聴者 ･ 聾唖者 は2
,
4 0 0

万人に達するとい う ｡ 連邦政府 ,
N CI は こ の

人たちに対して キ ャ プシ ョ ンの 普及活動を続

けて きたの で あるが , 難聴者 ･ 聾唖者以外に

も利用者が増えて い る ｡ 国勢調査 局 ( U .S .

c e n s u s B u r e a u) の 調査で はス ペ イ ン 語を母

語とする ヒ ス パ ニ ッ ク系住民7 7 0 万人を含む

3
,
000 万人が英語を第二 言語 と して い る ｡ ま

た
,
教育省 ( D e p a r t m e n t o f E d u c a ti o n )

によ れば ,
い わゆる ｢ 読み方｣ を習い 始め る

段階の 幼
･ 小の 児童数は1 ,2 0 0 万人 , 読 み方

の 遅進児と して 治療 的指導を要する 児童等

( r e m e d i a l r e a d e r s) が3 70 万人で ある ｡ 更に,

2
,
7 00 万人の 成人が文盲 で ある ｡

N C I は こ の ような人々 によ る利用率も次 第

に増大 し , 前述の ｢ 回路法｣ の 制定により ,

キ ャ プシ ョ ン 対応型の テ レ ビ受像機の 普及が

暢 夫

飛躍的に進むもの と予想する ｡ N C I の リ
ー

フ

レ ッ トに示された予想値は い ささか誇大 で ,

楽観的だが,
199 3 年末で キ ャ プシ ョ ン付きテ

レ ビ所有世帯が1 ,00 0 万 ,
1 9 9 4 年に は ,

こ れ

が3
,
000 万世帯 になり

,
今世紀末ま で には8

,
0

00 万世帯を超える と推定する ｡ 今日で も ｢ 潜

在的｣ な利用者はほぼ
一

億人で ある と い う｡

ク ロ
ー ズ ド ･

キ ャ プシ ョ ン はテ レ ビを見る

難聴者 ･ 聾唖者に言葉を与えると いう本来の

役割に加えて ,
言葉の 使用に問題を持 つ 多く

の 人々 に対する言語教育ある い は ,
｢ 国語教

育｣ を支援する機能も併せ持 っ て い るd) で あ

る ｡

こ の ように多様な利用者がある場合 ,
その

多様性に対応した キ ャ プシ ョ ンの あり方を検

討する 余地もありそう だ ｡ 現 にB B C の C e e-

f a x で は三 つ の レ ベ ル の サ ブ タ イ ト ル を提供

して い ると い うo その
一

つ は ｢ 成人 レ ベ ル｣

の もの で
,
音声言語をほと ん ど逐語的に文字

転換する ｡ 字幕の 移り方も速く,
比較的高度

な内容の 番組用で ある ｡ 二 つ 目の レ ベ ル は中

間段階の もの で これを ｢ 家庭向け｣ と し , 第

三 の レ ベ ル は ｢ 子供向け｣ で ある ｡ 成人レ ベ
5 )

ル の 字幕の速さに苦情はない と いう｡ ヨ
ー

ロ ッ

パ で は衛星放送の ス ピル ･ オ
ー バ ー ( s p ill

o v e r) で 国境を接する隣国の 番組が視聴可能

な場合 ,
複数言語によ る字幕の放送も将来考

6 )

慮 できると いう指摘もある ｡ 今後,
利用者と

字幕自体の多様化が
一 層進みそうで ある ｡

4 ク ロ ー ズ ド ー キ ャ プシ ョ ン の特徴

ク ロ
ー ズ ド

･ キ ャ プシ ョ ン の 字幕はデ コ
ー

ダ
ー を テ レ ビ受像機 ( ある い は V T R ) に接

続 して それを作動させな い と画面に表示され

ない ｡ 必要の な い視聴者 には字幕 は cl o s e d で

ある ｡ こ こが前節 で触れ たオ
ー

プ ン ･ キ ャ プ

シ ョ ン との 違 い で あり
,
ク ロ ー ズ ド ･ キ ャ プ

シ ョ ン の 基本的な特徴 で ある ｡ デ コ
ー ダ

ー

の

作動を 脚寺に制御で きるため ,
例えばホ ー ム ･

ビ デ オ映画の 場面を字幕 なし で ,
ある い は字



ク ロ
ー

ズ ド ･ キ ャ プ シ ョ ン に つ い て

幕を つ けて 見るな どの 使 い 方がで きる こ とか

ら
, 英語教育で の 利用の 可能性が で て くる ｡

こ こ で キ ャ プ シ ョ ン の 特徴を画面表示法と

言語的側面の 二 点 に つ い て 述 べ る ｡ 表示の 仕

方は画面の 物理的制約の もと で可能な限り読

みや す さ ( r e a d a bilit y) を追求す る と い う

こ と で 決まるもの で あろう ｡ N C I は当然そ の

観点に よる字幕入力の ガイ ドラ イ ン を持 っ て

い る筈で ある が
, 筆者 はホ

ー

ム ･ ビ デ オ映画

一 本を素材と して 実例を調 べ て みた ことが あ
7 )

る ｡ 使用文字は ( こ れは調べ るまで もない が)

原則的に大文字で ある ｡ 一 つ の キ ャ プ シ ョ ン

の 最大文字数は3 1 文字で あ っ た ｡ 画面の左端

から右端まで 続くと い うわ けでなくて 最大3 1

文字で ある ｡ これ が ほ どよ い 長さ の 上 限か ｡

また , 映画全体を通 して
,

一

つ の キ ャ プ シ ョ

ン の 平均文字数は約13 文字で あ っ た ｡ 字幕 は

画面下方に 表示さ れるが
,
そ の行数をみると

,

1 行の もの51 . 5 %
,
2 行 の もの が46 .6 %

,
3 行

の もの は僅か1 .9
0
/. に 過ぎな い ｡ 二行

,
3 行

に わたる より 1 行の みの 短 い 表示が当然読み

取り易 い わけで ある ｡ しか し
, 読み易 い と い

う こ とに なると
,
大文字の みの 表示に は抵抗

がある ｡ ち ょう ど日本語の 片仮名電文を読む

よう なもどか しさが生ずる から で ある ｡ ヨ
ー

ロ ッ パ の サ ブ タイ トル は通常の 書記法に よ っ

て い る ら し い ｡ リ ア ル ･ タイム の字幕は常時
,

大体三行が表示さ れ逐次 ロ ー ル ･ ア ッ プする｡

音声言語との 時間的ズ レは
,
N C I によ れ ば 約

三秒と い う こ とだが
,
実際の もの を見る と ,

入力者の 腕に もよる だ ろうが ,
四秒から五秒

の 場合がか なりある ｡ 文字列が 一 行づ つ ロ ー

ル ･ ア ッ プしながら消え て い くの は少なくと

も筆者に と っ て か なり読み づ ら い ｡ 一 列 の み

で右か ら左 - 移動する方式が よ い よう に思 わ

れ る ｡

言語的側面から み た キ ャ プシ ョ ン の特徴は
,

画面ス ペ ー

ス の物理 的制約 に よる
,
情報量の

若干の カ ッ トで ある ｡ 情報量 と い っ て も
,
こ

こ で は音声言語の 発話数 , 語数等 を文字変換
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され た場合の それとを比較して の こと で
, 情

報理論 に基づ い て厳密に 測定され た数値の比

較 で はな い ｡ きわめて 大雑把に比 べ れば音声

言語の 約70 - 8() % が文字変換されて い ると考

えて よ い ようで ある ｡ 内容の 伝達 に支障の な

い 範囲で音声言語の 余剰成分をカ ッ トする わ

けで ある ｡ また
,
視聴者に読み易く

,
理 解 し

易 い よう に 表現を工夫する の も重要 で あるか

ら
,
こ こ で 文体上 の 問題が 出て くる ｡ 字幕の

英語はかなりの 部分で 簡略化が施され る ｡ 次

の 例で は
,
上 が映画に登場する人物の 音声 に

よる台詞で , 下が その 字幕表示で ある ｡

W o u ld y o u h a p p e n t o k n o w w h e r e h e
'

s

g e tt l n g m a r ri e d ?

W H E R E
'

S H E

G E T T I N G M A R R I E D ?

これ は文に おける意味上 の 主要部分の 抽出の

例 である ｡ 文法的にみ れば複文の 単文化で あ

る ｡ キ ャ プ シ ョ ン の 英語表現の 多数の 実例を

詳 しく調 べ れば , そ こ に 自ずとある種の 文体

的傾向が現われ てくる よう に思われ る ｡ そ し

て
,
そう い う

一

定の傾向を持つ もの を英語の

特殊 なバ ラ エ テ ィ ー の 一

つ とみなすこ ともで
* 4

きるようで ある (⊃

5 英語教育との関連

ク ロ ー ズ ド
･

キ ャ プ シ ョ ン の 利用者が難聴

者 ･ 聾唖者か ら次第に第二 言語と して の 英語

学習者を含めた広範 な層に 拡大 して きた こ と

はすで に 述べ た ｡, それ に伴 い
,
主と して 第 二

言語学習者を対象に , ク ロ
ー ズ ド ･ キ ャ プシ ョ

ン を学習活動に とり い れ た指導の 効果に 関す

る研究も徐々 に現われるようにな っ た ｡ メ リ ー

ラ ン ド大学
,
ピ ッ ツ バ

ー

グ大学な どが比較的

早くから研究と指導者の 訓練を始め た ｡ N C I

の 依託 で児童 ･ 生 徒を対象と した指導の ため
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8 )

の教師用 ガイ ドブ ッ クもで きた ｡ N C I の キ ャ

プ シ ョ ン 関連文献目録には こ の 方面 にお ける

報告文献題目が か なりみ られる

日本の 英語教育 に おけるキ ャ プ シ ョ ン 利用

の 実践例 , 研究 に つ い て は ,
筆者は寡聞に し

て 知らな い ｡ しか し ,
こ れまで にキ ャ プシ ョ

ン 入りの ホ
ー ム ･ ビ デ オ ･ カ セ ッ トが相当数

輸入さ れて お り,
デ コ

ー

ダ
ー も入手可 能で あ

る から今後に期待がか けられ ると思う ｡

日本製 デ コ ー

ダ
ー が電器店の 店頭に 並ぶ こ

とは多分な い だ ろうが ,
現在まで に 数機種が

入手で きる ｡ 比較的多機能の もの は パ ソ コ ン

の プリ ン タ
ー に接続して 作動させ ると字幕を

その まま紙面に 印字する ｡ 字幕入りの テ レ ビ

番組 , 映画の い わ ば ｢ ス ク リ プト｣ を得る こ

とが で きる こ とに なる ｡ こ の ス クリ プトをも

と に 指導対象学生
･ 生徒の 実態に み あ っ た教

材の作成 ･ 編集もで きる ｡

キ ャ プ シ ョ ン 入り の ホ
ー ム ･ ビ デ オを V T

R に デ コ
ー

ダ
ー を接続 して 再生する場合 , 画

面を
一 時停止させ ると字幕は消える ｡ と こ ろ

が
,
最近 こ の場合で も デ コ

ー ダ
ー

の 内部メ モ

リ
ー

に文字信号を
一

時的に記憶させ る こ と に

ょる の だ ろうと思うが , 字幕の 消えな い 機種

が できたよう で ある ｡ ドラ マ の 台詞が 聞き取

れな い 時 , 画面を止め ,
ゆ っ くり字幕を確認

する ことも可能で ある ｡

一 般的に言 っ て ,
主に ｢ 聞きとり｣ ･ ｢ 読

み とり｣ の 訓練 に工 夫しだ い で は それ なりに

有効な利用が で きるように思われる ｡ 例えば,

聞きとり 刷こ , ビデ オ映画の うち学習者の 実

態を十分考慮 したうえで 適切な小部分を選び ,

キ ャ プシ ョ ン を つ けたり, 消 したりする こ と

を繰り返す教材用テ
ー プ を編集する こ とが考

えられる ｡

また ,
オ

ー

プ ン ･ キ ャ プ シ ョ ン 教材の 利用

との 比 較研究も
一

つ の 課題で あろう ｡ オ
ー

プ

ン
･ キ ャ プ シ ョ ン で は音声言語が ほ ぼ完全 に

暢 夫

文字化さ れて おり , 大文字 ,
小文字併用の 普

通の 書記法を採 っ て い る ｡

い ずれ にせ よ ,
学習者 に と っ て 字幕の移り

かわりの ス ピ
ー

ドは相当速 い ｡ 字幕の 最長 ･

最短表示時間を画面の コ マ 数 ( フ レ
ー ム 数)

に換算 し, ス ピ
ー

ドと理解の 関係 を探る こ と

も参考 に なるかも しれ ない ｡

6 結 語

主と して ア メリ カの ク ロ ー ズ ド ･ キ ャ プシ ョ

ン の 発展とその 特色を中心 に若干の 関連事項

を考察した本稿は ｢ 短報｣ に 過ぎな い の で ,

結語 と して 次の 諸点を記すに と どめ る ｡

1
一

つ の 伝達媒体 に複数の 情報を担わせ る

点で ク ロ ー ズ ド ･ キ ャ プシ ョ ン は い わ ゆ る

｢ マ ルチ ･ メ デ ィ ア｣ の
一

形態と みなす こ

とが できる だろう ｡ もともと文字放送はテ

レ ビの ｢多重｣ 放送か ら発達したもの であ っ

た ｡ 今後 , 更に 技術開発 ,
利用の 多様化が

進 むもの と予想される し, 期待もで きる ｡

2 ク ロ
ー ズ ド ･ キ ャ プ シ ョ ン の 英語は

一 定

の い わば ｢ 処理｣ を施され たもの で あり,

それ はよ い 意味にお い て も悪 い 意味に お い

て も新たな英語の バ ラ エ テ ィ を生 み 出す可

能性を持 っ て い る ｡ 今後B B C の ように 多元

レ ベ ル の キ ャ プ シ ョ ン が 開発され る こ とも

考えら れる ｡

3 ｢ 第二 言語と して の 英語｣ 教育にお ける

利用に 併せ て ,
｢ 外国語 と し て の 英語｣ 教

育を支援するた めの キ ャ プシ ョ ン 利用研究

の 伸展が期待さ れる ｡

4 日本の 字幕放送の 充実を期待した い ｡ ま

た
,
ホ

ー

ム ･ ビ デ オの 邦画作品 の 日本語に

よ る キ ャ プ シ ョ ン 化の 実現が望まれ る ｡ 原

状で は難聴者 ･ 聾唖者 は外国映画は別とし

て
, 邦画を十分楽し むこ とが で きな い の で
* 5

ある ｡
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注 釈

* 1 日本で は英語教材として の オ ー プ ン ･ キ ャ プシ ョ ン付 きホ
ー

ム ･ ビ デ オ 映 画が少 数なが ら頒

布され て い る ｡

* 2 技術 的なことは 筆者に は不明だが ,

"

1i n e 2 1
=

と い う の は多分 ｢ 隙間｣ に相当する テ レ ビ の 垂

直帰線区間内の 特定走査線の 名称 で あろう
｡

* 3 1 99 0 年 6 月 の 時点で 出た 1) ス ト
,
N C I Cl o s e d- c a p t1

'
o n e d V l

'

d e o C a s s e t t e L 1
'
s t に は 1

,
7 0 0 本

の記載が ある ｡

* 4 新し い メ デ ィ ア は新し い ｢ こ とば｣ を生 み 出すと い う こ と が言え るか も しれ な い ｡ パ ソ コ ン

に よ る電子メ
ー

ル の 通信文 , また
,
い わ ゆ る ｢ C B シ ミ ュ レ ー シ ョ ン｣ で 交信され る会話 の 英語

は
,
や は り新た な英語の バ ラ エ テ ィ ー

の 出現を予感させ る () こ れ に つ い て は ,
T I M E( I n t e r n a ti o-

n al) , J u ly 4 , 1 99 4 の 記事,

` `

B a r d s o f th e I n t e r n e t
"

が 興味深 い o

* 5 1 99 4 年1 0 月1 0 日付 け ｢ 朝日新聞｣ の社説に ｢『難聴化社会』 対策を急ごう｣ がある ｡
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